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各
歌
に
詳
細
な
語
釈
／
成
立
論
／
内
容
紹
介
を
付

し
た
『
万
葉
集
』
全
注
釈
の
決
定
版

本
シ
リ
ー
ズ
で
は
『
万
葉
集
』
全
二
十
巻
を
二
巻
ず
つ
、
全
10

冊
で
徹
底
精
読
す
る
。
最
善
本
で
あ
る
西
本
願
寺
本
に
則
っ
た

最
良
の
校
訂
本
文
・
読
み
下
し
文
を
提
供
し
、
各
歌
に
詳
細
な

語
釈
を
付
す
。
各
歌
に
は
「
作
品
の
成
立
」「
作
品
の
特
質
」

な
ど
と
し
て
、
上
代
文
学
研
究
の
立
場
か
ら
精
緻
な
作
品
解
説

を
掲
載
し
て
い
る
。

漢
籍
の
出
典
な
ど
を
重
視
し
た
比
較
文
学
研
究

語
釈
で
は
漢
籍
の
文
言
と
の
関
係
を
丁
寧
に
考
究
し
て
い
る
。

こ
れ
は
『
万
葉
集
』
を
比
較
文
学
研
究
の
立
場
か
ら
研
究
し
た

と
い
う
点
で
画
期
的
。
ま
た
、
民
俗
学
の
立
場
か
ら
の
解
釈
を

試
み
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。

漢
籍
を
中
心
に

比
較
文
学
の
知
見
を
盛
り
込
ん
だ

『
万
葉
集
』
注
釈
の
決
定
版
！
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が
、
ど
ち
ら
が
本
題
の
歌
か
と
な
れ
ば
、
こ
ち
ら
を
本
題
と
し
た
の

が
郎
女
で
あ
る
。
そ
れ
が
歌
の
巧
者
で
あ
る
郎
女
の
真
価
で
あ
る
。

528
　
千ち

鳥ど
り

鳴な

く
　
佐さ

保ほ

の
河か
は

門と

の
　
瀬せ

を
広ひ
ろ

み
　
打う
ち

橋は
し

渡わ
た

す
　
汝な

が
来く

と
念お
も

へ
ば

右み
ぎ

の
、
郎い
ら

女つ
め

は
佐さ

保ほ
の

大だ
い

納な
ご

言ん
き

卿や
う

の
女ぢ
よ

な
り
。
初は
じ

め
一い
つ

品ぽ
ん

穂ほ
づ

積み
の

皇み

子こ

に
嫁か

し
、
寵ち
よ
うせ

ら
る
る
こ
と
儔た
ぐ

無ひ
な

し
。
而し
か

し
て
皇み

子こ

の

薨こ
う

ぜ
し
後の
ち

、
時と
き

に
藤ふ
ぢ

原は
ら

麿の
ま

大ろ
た

夫い
ふ

の
こ
の
郎い
ら

女つ
め

を
娉も
と

め
た
り
。
郎い
ら

女つ
め

は
、
坂さ
か

上の
う
への
里さ
と

に
家い
へ
ゐす
。
仍よ

り
て
族ぞ
く

氏し

号が
う

し
て
坂
さ
か
の

上う
へ
の

郎い
ら

女つ
め

と
曰い

へ
り
。

千
鳥
が
鳴
い
て
い
る
、
佐
保
川
の
渡
り
場
は
、
川
の
瀬
が
広
い
の
で
、
橋
を
作
っ
て
渡
し
ま
す
。
あ
な
た
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

う
の
で
。右

の
、
郎
女
は
佐
保
大
納
言
卿
の
娘
で
あ
る
。
初
め
一
品
の
穂
積
皇
子
に
嫁
ぎ
、
寵
愛
さ
れ
る
こ
と
類
が
な
い
ほ
ど
で
あ

っ
た
。
し
か
し
皇
子
が
亡
く
な
っ
た
後
、
時
に
藤
原
麿
大
夫
が
こ
の
郎
女
を
妻
に
と
求
め
た
。
郎
女
は
、
坂
上
の
里
に
住

ん
で
い
た
。
そ
れ
で
大
伴
の
一
族
た
ち
は
号
け
て
坂
上
郎
女
と
呼
ん
だ
。

【
校
訂
本
文
】

千
鳥
鳴
　
佐
保
乃
河
門
乃
　
瀬
乎
廣
弥
　
打
橋
渡
須
　
奈
我
来
跡
念
者

右
、
郎
女
者
佐
保
大
納
言
卿
之
女
也
。
初
嫁
一
品
穂
積
皇
子
、
被
寵
無
儔
。
而
皇
子
薨
之
後
、
時
藤
原
麿
大
夫
娉
之
郎
女
焉
。
郎
女
、
家

於
坂
上
里
。
仍
族
氏
号
曰
坂
上
郎
女
也
。

【
注
釈
】

○
千
鳥
鳴
（
千
鳥
鳴
く
）　
千
鳥
は
チ
ド
リ
科
の
鳥
の
総
称
。
○
佐

保
乃
河
門
乃
（
佐
保
の
河
門
の
）　
佐
保
川
を
い
う
。
既
出
五
二
五
番

歌
。「
河
門
」
は
川
の
渡
り
場
。
○
瀬
乎
廣
弥
（
瀬
を
広
み
）　
渡
る

瀬
が
広
い
こ
と
。「
～
を
～
み
」
は
「
～
が
～
な
の
で
」
の
意
。
○

打
橋
渡
須
（
打
橋
渡
す
）　「
打
橋
」
は
柱
を
立
て
て
板
を
渡
し
た
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橋
。
○
奈
我
来
跡
念
者
（
汝
が
来
と
念
へ
ば
）　
あ
な
た
が
来
る
と
思

う
の
で
の
意
。「
奈
」
は
汝
。「
長
く
」
を
掛
け
て
い
る
。「
ば
」
は

順
接
。
○
右
、
郎
女
者
佐
保
大
納
言
卿
之
女
也
　
郎
女
は
大
納
言
大

伴
安
麿
の
娘
で
あ
る
こ
と
。
○
初
嫁
一
品
穂
積
皇
子
、
被
寵
無
儔
　

初
め
一
品
の
穂
積
皇
子
に
嫁
し
て
寵
愛
さ
れ
た
こ
と
。
穂
積
皇
子
は

天
武
天
皇
の
皇
子
。
上
道
王
、
境
部
王
の
父
。『
日
本
書
紀
』
に
持

統
天
皇
五
年
（
六
九
一
）
正
月
封
五
百
戸
、
浄
広
弐
、『
続
日
本
紀
』

に
大
宝
四
年
（
七
〇
四
）
正
月
封
二
百
戸
、
慶
雲
二
年
（
七
〇
五
）

九
月
知
太
政
官
事
、
同
三
年
二
月
右
大
臣
に
準
じ
て
季
禄
を
賜
り
、

和
銅
元
年
（
七
〇
八
）
七
月
百
寮
に
率
先
し
て
努
力
す
べ
き
勅
を
受

け
、
同
八
年
正
月
一
品
、
同
七
月
没
と
あ
る
。
但
馬
皇
女
が
恋
い
慕

っ
た
歌
が
あ
る
。「
被
寵
」
は
寵
愛
さ
れ
た
こ
と
。「
寵
」
は
［
集

韻
］
に
「
説
文
尊
居
也
。
一
曰
愛
也
」
と
あ
る
。「
儔
」
は
［
集
韻
］

に
「
説
文
翳
也
。
一
曰
侶
也
」
と
あ
る
。「
無
儔
」
は
並
ぶ
者
が
い

な
い
こ
と
。
○
而
皇
子
薨
之
後
　
穂
積
皇
子
が
没
し
た
後
。「
薨
」

は
三
位
以
上
の
死
を
い
う
。
○
時
藤
原
磨
大
夫
娉
之
郎
女
焉
　
麿
は

不
比
等
の
四
男
。
既
出
五
二
二
番
歌
。「
娉
」
は
「
聘
」
に
同
じ
く

求
め
る
意
。
○
郎
女
、
家
於
坂
上
里
　
郎
女
は
坂
上
郎
女
。
坂
上
の

里
に
家
を
構
え
た
こ
と
。
○
仍
族
氏
号
曰
坂
上
郎
女
也
　「
族
氏
」

は
大
伴
氏
。「
号
」
は
呼
称
す
る
こ
と
。
坂
上
の
里
に
住
ん
だ
の
で

坂
上
郎
女
と
呼
ば
れ
た
こ
と
を
い
う
。

【
作
品
の
特
質
】

　
大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
。
左
注
に
郎
女
は
初
め
穂
積
皇
子
に
嫁
ぎ
、

皇
子
が
没
し
た
後
に
藤
原
麿
が
郎
女
に
求
婚
し
た
と
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
こ
の
歌
か
ら
二
人
が
婚
姻
し
た
と
考
え
る
の
は
早
計
で
あ
ろ

う
。
恋
歌
は
そ
う
し
た
事
実
と
距
離
を
置
い
た
と
こ
ろ
に
成
立
す
る

か
ら
で
あ
る
。「
来
」「
不
来
」
を
楽
し
ん
だ
郎
女
は
、
改
め
て
男
へ

の
誘
い
を
歌
い
か
け
、「
佐
保
川
の
渡
り
場
は
、
川
瀬
が
広
い
の
で

橋
を
作
っ
て
渡
し
ま
す
」
と
い
い
、「
あ
な
た
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

で
は
と
思
い
ま
す
と
」
と
念
を
押
す
。
こ
の
橋
は
事
実
で
は
な
く
、

通
い
を
願
う
女
の
気
持
ち
か
ら
、
口
を
つ
い
て
出
た
も
の
で
あ
る
。

橋
が
架
か
れ
ば
通
い
も
楽
に
な
り
、
い
つ
で
も
訪
れ
が
可
能
と
な

る
。
こ
こ
に
男
が
通
う
こ
と
が
出
来
る
条
件
が
整
え
ら
れ
、
男
子
が

通
わ
な
い
理
由
は
な
く
な
る
。
そ
れ
で
も
通
う
と
い
わ
な
け
れ
ば
、

男
は
不
実
な
男
へ
と
転
落
す
る
。
女
の
や
さ
し
さ
を
策
略
と
し
た
女

歌
で
あ
る
。

　
　
又ま
た

、
大
お
ほ
と

伴も
の

坂さ
か
の

上う
へ
の

郎い
ら

女つ
め

の
歌う
た

一い
つ

首し
ゆ

529
　
佐さ

保ほ

河が
は

の
　
涯き
し

の
つ
か
さ
の
　
少し

ば
歴
木
な
刈か

り
そ
ね
　
在あ

り
つ
つ
も
　
春は
る

し
来き

た
ら
ば
　
立た

ち
隠か
く

る
が
ね
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